
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
電
子
テ
ク
ス
ト
：
俳
句
篇
へ

鬼
火
へ

芭
蕉
臨
終
記

花
屋
日
記 

 
 

文
曉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
真
宗
僧
で
俳
人
の
文
暁

ぶ
ん
ぎ
ょ
う

（
文
曉

享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
～
文
化
一
三
（
一
八

一
六
）
年
：
俗
姓
は
藁
井

わ

ら

い

。
肥
後
八
代
の
真
宗
仏
光
寺
派
正

教

し
ょ
う
き
ょ
う

寺
（
熊
本
県
八
代
市
本
町
に
現
存
）
住
職
。

蕉
風
俳
諧
の
復
興
に
尽
力
し
た
僧
蝶
夢
ら
と
親
交
が
あ
り
、
小
林
一
茶
は
彼
を
慕
っ
て
寛
政
四
（
一
七
九

二
）
年
暮
か
ら
三
ヶ
月
に
渡
っ
て
同
寺
に
滞
在
し
た
と
い
う
。
）
の
著
に
な
る
「
芭
蕉
翁
終
焉
記

花
屋
日

記
」
（
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
刊
）
は
上
下
二
巻
。
上
巻
に
は
芭
蕉
の
発
病
か
ら
終
焉
・
葬
送
に
至
る
模

様
を
伝
え
る
門
人
た
ち
の
手
記
を
、
下
巻
に
は
門
弟
・
縁
者
の
書
簡
を
収
め
る
が
、
多
量
の
先
行
資
料
を

組
み
合
わ
せ
て
文
暁
が
創
作
し
た
偽
書
で
あ
る
。「
翁
反
古

お

き

な

ほ

ご

」「
芭
蕉
翁
反
古
文

ば

し

ょ

う

お

う

ほ

ご

ぶ

み

」
と
も
呼
ぶ
（
な
お
、「
翁
反
古

お

き

な

ほ

ご

」

と
い
う
松
岡
大
蟻

た

い

ぎ

編
に
な
る
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
刊
の
同
名
の
芭
蕉
書
簡
集
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
は

別
物
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
大
蟻
の
そ
れ
も
偽
書
で
あ
る
）
。

正
岡
子
規
は
本
作
を
読
ん
で
落
涙
、
「
其
角
の
書
け
る
終
焉
記
は
こ
の
日
記
な
ど
に
據
り
て
作
る
」
「
世

界
の
一
大
奇
書
」
「
十
數
年
間
人
の
筐
底
に
あ
り
て
能
く
保
存
せ
ら
れ
た
る
は
我
等
の
幸
福
に
し
て
芭
蕉
の

名
誉
な
り
」
（
「
芭
蕉
雜
談
」
）
と
絶
賛
（
彼
は
真
作
と
思
っ
て
い
た
）
、
芥
川
龍
之
介
が
「
枯
野
抄
」
を
書

く
に
当
っ
て
本
作
を
主
素
材
と
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
（
芥
川
は
本
作
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
薄
々
感

づ
い
て
い
た
と
も
、
知
っ
て
い
て
確
信
犯
で
素
材
に
用
い
た
と
も
言
わ
れ
る
）
。

今
回
、
芭
蕉
の
臨
終
の
床
に
元
禄
七
年
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
シ
ン
ク
ロ
し
て
関
連
作
品
を
電
子
化
注
釈

し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
現
在
ま
で
電
子
化
が
成
さ
れ
て
い
な
い
本
作
の
電
子
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー

タ
化
を
行
っ
た
。
但
し
、
普
段
の
よ
う
に
注
を
附
け
出
す
と
、
偽
作
な
だ
け
に
膨
大
な
時
間
が
掛
か
っ
て

し
ま
う
た
め
、
ベ
タ
の
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
と
す
る
こ
と
と
し
、
禁
欲
的
に
字
注
の
み
を
附
し
た
。

底
本
は
小
宮
豊
隆
校
訂
「
芭
蕉
臨
終
記

花
屋
日
記
」
（
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
岩
波
文
庫
刊
）
を

用
い
た
。
ポ
イ
ン
ト
落
ち
の
文
曉
に
よ
る
頭
書
（
一
行
四
字
）
は
当
該
箇
所
の
前
後
（
流
れ
を
按
配
し
て

何
れ
か
に
【

】
書
き
の
同
ポ
イ
ン
ト
で
配
し
た
）
に
入
れ
、
ポ
イ
ン
ト
落
ち
の
本
文
中
の
割
注
は
〔

〕

に
入
れ
て
同
ポ
イ
ン
ト
で
当
該
箇
所
本
文
に
挿
入
し
た
（
割
注
に
つ
い
て
は
私
の
判
断
で
読
み
易
く
す
る

た
め
に
字
空
け
を
施
し
た
り
、
逆
に
詰
め
た
り
し
た
箇
所
が
多
く
あ
る
）。
判
読
不
能
字
は
推
定
字
数
分
を

□
で
挿
入
し
た
。
踊
り
字
「〱

」「〲

」
は
正
字
化
し
た
。
編
者
に
よ
る
当
該
実
作
に
つ
い
て
の
脚
注
は
編

http://homepage2.nifty.com/onibi/texthaiku.htm
http://homepage2.nifty.com/onibi/index.htm
Yabuno
ノート
（×）「誉」→（○）「譽」




集
権
を
侵
害
す
る
た
め
、
省
略
し
た
。
本
文
中
の
「
腦
」
な
ど
誤
字
の
右
の
マ
マ
注
記
も
無
視
し
た
（
基

本
的
に
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
な
く
読
め
る
程
度
の
誤
字
・
代
字
の
類
い
で
あ
る
）
。
疑
義
の
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
牧
野
望
東
・
星
野
麦
人
校
訂
「
芭
蕉
翁
花
屋
日
記
」（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）

年
晩
鐘
会
刊
）
を
近
代
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
視
認
、
参
照
校
合
し
た
。
字
注
で
は
「
国
会
図
書

館
版
」
と
略
し
た
。
な
お
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
は
ソ
フ
ト
の
限
界
か
ら
一
部
の
環
境
依
存
文
字
の
正
字
が
横
転

し
て
い
る
の
は
御
寛
恕
願
い
た
い
。
ま
た
「
廻
」
の
正
字
は
表
示
さ
れ
な
い
の
で
止
む
を
得
ず
、
新
字
を

用
い
て
い
る
。【
二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
六
日
：
藪
野
直
史
】
］

 
 

花
屋
日
記 

 
 

文
曉

芭
蕉
談
花
屋
實
記
序

今
は
一
む
か
し
、
此
花
舍
某
が
後
廰
は
、
芭
煮
翁
終
焉
の
地
な
り
。
時
う
つ
り
ぬ
れ
ば
、
木
は
た
ち
の

び
て
空
を
支
ふ
。
星
う
つ
り
ぬ
れ
ば
、
石
は
沈
み
て
人
し
ら
ず
な
り
行
ぬ
。
元
亨
釋
書
曰
、
人
去
堺
留
境

者
也
と
。
誠
な
る
か
な
此
言
。
湊
川
の
史錄

に
楠
正
成
が
戰
死
を
聞
て
、
齒
を
喰
し
ば
り
涙
を
墮
さ
ゞ
る

族
は
、
忠
義
を
し
ら
ぬ
人
な
り
。
花
屋
の
後
廰
、
芭
蕉
翁
の
終
焉
の
實
記
を
見
て
、
涕
す
ゝ
泪
を
拭
は
ざ

る
輩
は
、
世
に
月
花
を
し
ら
ぬ
人
な
り
。
か
ゝ
る
舊
跡
有
て
、
此
舊
記
の
あ
き
ら
か
に
傳
り
あ
る
こ
と
、

げ
に
風
雅
の
冥
合
と
い
は
む
。
是
ひ
と
へ
に
去
來
先
生
の
篤
實
に
し
て
、
翁
生
涯
の
事
實
を
書
記
し
お
か

れ
し
ゆ
ゑ
な
り
と
ぞ
。
か
く
舊
き
事
は
し
た
は
し
う
こ
そ
は
べ
れ
。
浪
速
潟
み
じ
か
き
蘆
の
草
枕
、
松
島
・

蚶
潟
・
須
磨
・
明
石
、
身
は
風
雲
の
行
方
さ
だ
め
ず
、
漂
泊
二
十
年
の
曉
の
夢
、
こ
ゝ
に
て
を
は
り
給
ひ

し
面
影
の
た
ち
さ
ら
で
の
み
、
千
歳
の
後
と
い
へ
ど
も
朽
ざ
ら
ま
し
。
今
風
花
雪
月
に
あ
そ
び
て
翁
を
慕

ふ
と
も
が
ら
は
、
此
不
可
思
議
な
る
三
生
値
遇
の
因
と緣

と
を
感
仰
す
べ
し
。

 
 

 

文
化
七
秋
八
月
五
日 

 
 

東
肥
乞
隱
文
曉
識

http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/875665


翁
反
故

上

花
屋
日
記

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

肥
後
八
代

僧

文

曉

著

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
浪

速

花
屋
菴
奇
淵
校

【
松
風
の
軒
を
め
ぐ
り
て
秋
く
れ
ぬ 

 
 
 

は
せ
を
】

九
月
廿
一
日

泥
足
が
案
内
に
て
、
淸
水
浮
瀨
の
茶
店
に
勝
遊
し
給
ふ
。
茶
店
の
主
が
需
に
短
尺
抔
書
て

打
興
じ
た
ま
ふ
。
泥
足
こ
ゝ
ろ
に
願
ふ
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
、
發
句
を
乞
ひ
け
れ
ば

 
 

 
 

所
思

 
 

 

此
道
や
ゆ
く
人
な
し
に
秋
の
く
れ 

 
 

 
 

翁

 
 

 

峽
の
畠
の
木
に
か
ゝ
る
蔦 

 
 
 

 
 

 
 

泥
足

 
 

 
 

歌
仙
一
折
有
略

【
毎
年
九
月
廿
一
日
浮
瀨
四
郎
右
衞
門
亭
に
て
松
風
の
會
式
あ
り
。
花
屋
菴
よ
り
執
行
ふ
。
此
一
折
の
俳

譜
芭
蕉
袖
草
紙
に
あ
り
。】

連
衆
十
人
な
り
。
短
日
ゆ
ゑ
歌
仙
一
折
に
て
止
む
。
今
度
は
し
の
び
て
西
國
へ
と
思
ひ
た
ち
給
ひ
し
か
ど
、

何
と
な
く
も
の
わ
び
し
く
、
世
の
は
か
な
き
事
お
も
ひ
つ
ゞ
け
た
ま
ひ
け
る
に
や
。
此
句
に
つ
き
て
、
ひ

そ
か
に
惟
然
に
物
が
た
り
し
た
ま
ひ
け
り
。

 
 

 
 

 

旅
懷

 
 

此
秋
は
何
で
と
し
よ
る
雲
に
鳥 

 
 
 

 
 

 
 

翁

幽
玄
き
は
ま
り
な
し
。
奇
に
し
て
神
な
る
と
い
は
ん
。
人
間
世
の
作
に
あ
ら
ず
。
其
夜
よ
り
思
念
ふ
か

く
、
自
失
せ
し
人
の
如
し
。
雲
に
鳥
の
五
文
字
、
古
今
未
曾
有
な
り
。
（
惟
然
記
）

二
十
六
日

園
女
亭
也
。
山
海
の
珍
味
を
も
て
饗
應
す
。
婦
人
な
が
ら
禮
を
た
だ
し
、
敬
屈
の
法
を
守

る
、
貞
潔
閑
雅
の
婦
人
な
り
。
實
は
伊
勢
松
坂
の
人
と
ぞ
。
風
雅
は
何
某
に
學
び
た
り
と
い
ふ
事
を
し
ら

ず
。
岡
西
惟
中
が
備
前
よ
り
浪
華
に
の
ぼ
り
し
時
、
惟
中
が
妻
と
な
る
。
其
時
よ
り
風
雅
の
名
ま
す
ま
す

高
し
。
惟
中
が
死
後
、
江
戸
に
く
だ
り
て
、
其
角
が
門
人
と
な
る
。

 
 

 

白
菊
の
目
に
た
て
ゝ
見
る
塵
も
な
し

 
 
 

翁

 
 

 
 

紅
葉
に
水
を
流
す
朝
月 

 
 
 

 
 

 
 

園
女



連
衆
九
人
、
歌
仙
あ
り
。
別
記
。
（
惟
然
記
）

【
歌
仙
一
卷
袖
草
子
に
あ
り
。
】

廿
九
日

芝
柏
亭
に
一
集
す
べ
き
約
諾
な
り
し
が
、
數
日
打
續
て
重
食
し
給
し
ゆ
ゑ
か
、
勞
り
あ
り
て
、

出
席
な
し
。
發
句
お
く
ら
る
。

此
夜
よ
り
翁
腹
痛
の
氣
味
に
て
、
泄
瀉
四
五
行
な
り
。
尋
常
の
瀉
な
ら
ん
と
お
も
ひ
て
、
藥
店
の
胃
苓

湯
を
服
し
た
ま
ひ
け
れ
ど
、
驗
な
く
、
晦
日
・
朔
日
・
二
日
と
押
移
り
し
が
、
次
第
に
度
數
重
り
て
、
終

に
か
ゝ
る
愁
と
は
な
り
に
け
り
。
惟
然
・
支
考
内
議
し
て
、
い
か
な
る
良
醫
な
り
と
も
招
き
候
は
ん
と
申

け
れ
ば
、
師
曰
、
我
本
元
虛
弱
な
り
。
心
得
ぬ
醫
に
み
せ
侍
り
て
、
藥
方
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
我
性
は
木
節

な
ら
で
し
る
も
の
な
し
。
願
く
は
木
節
を
急
に
呼
て
見
せ
侍
ら
ん
。
去
來
も
一
同
に
呼
よ
せ
、
談
ず
べ
き

こ
と
も
あ
ん
な
れ
ば
、
早
く
消
息
を
お
く
る
べ
し
と
也
。
夫
よ
り
兩
人
消
息
を
し
た
ゝ
め
、
京
・
大
津
へ

ぞ
つ
か
は
し
け
る
。
し
か
る
に
之
道
が
亭
は
狹
く
し
て
、
外
に
間
所
も
な
く
、
多
人
數
入
こ
み
て
保
養
介

抱
も
な
る
ま
じ
く
と
て
、
其
所
此
所
（
ソ
コ
コ
ヽ
）
た
ち
ま
は
り
、
わ
れ
し
る
人
あ
り
て
、
御
堂
前
南
久

太
郎
町
花
屋
仁
左
衞
門
と
云
者
の
、
裏
座
敷
を
借
り
受
け
り
。
間
所
も
數
あ
り
て
、
亭
主
が
物
數
奇
に
奇

麗
な
り
。
諸
事
勝
手
よ
ろ
し
。
其
夜
す
ぐ
に
御
介
抱
ま
う
し
て
、
花
屋
に
移
り
た
ま
ひ
け
り
。
此
時
十
月

三
日
也
。
（
次
助
兵
衞
記
）

四
日

車
庸
・
畦
止
・
諷
竹
・
舍
羅
・
何
中
等
は
、
師
の
病
氣
を
し
ら
ず
、
之
道
亭
に
い
た
り
し
に
、
勞

り
た
ま
ふ
事
を
之
道
よ
り
聞
侍
り
て
、
花
屋
に
ま
ゐ
る
。

病
氣
不
□
□
□
に
つ
き
、
間
尋
の
人
た
り
と
も
、
慢
り
に
座
敷
に
と
ほ
る
間
敷
と
、
張
紙
を
出
す
。
且
、

仁
左
衞
門
に
斷
り
置
事
。（
次
郎
兵
衞
記
）

【
鼠
の
尿
に
腐
り
て
見
え
ず
。
以
下
度
々
あ
り
。
】

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
国
会
図
書
館
版
」
で
は
不
明
字
は
二
字
。
「
間
尋
」
の
右
に
「
カ
ン
ジ
ン
」
と
ル

ビ
す
る
。
］

 
 

 

扣
帳
〔
座
敷
人
用
品
調
取
覺
竝
座
敷
付
之
道
具
品
々
覺
〕 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

次
郎
兵
衞

 
 

 
 

 
 

 

戊
十
月
四
日

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
以
下
、
底
本
で
は
二
段
組
み
で
あ
る
が
、
上
段
→
下
段
→
（
次
行
同
）
の
形
で
示

し
た
。
ま
た
底
本
で
は
本
文
同
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
疑
義
の
あ
る
箇
所
は
国
会
図
書
館
版
で
視
認
、
割

注
に
変
え
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
］



一

机
一
脚

一

硯
一
面

 
 

〔
墨

一
挺

水
入

小
刀
〕

一

煙
草
盆
二
口

〔
火
入

灰
吹

き
せ
る
〕

一

帚 
 
 

二
本

一

夜
具
五
流 

 

〔
壹
具

絹

四
具

木
綿
〕

一

枕 
 
 

 

五
ツ

一

膳
十
人
前 

 

〔
椀
猪
口
皿
添
〕

一

竈 
 
 

 

三
口

一

釜
鍋 

 
 

 

〔
一
口

三
口
〕

一

火
箸 

 
 

三

一

茶
瓶
掛 

 

二
口

一

火
鉢 

 
 

二
口
〔
火
箸
添

眞
鍮
〕

一

茶
碗 

 
 

十

一

茶
碗
鉢 

 

三
口

一

薄
刄
庖
丁

三
本

一

藥
鑵 

 
 

一
口

一

藥
溜 

 
 

二
ツ

一

研
木 

 
 

一
本

一

摺
鉢 

 
 

一
口

一

炭
斗 

 
 

一
ツ

一

水
嚢 

 
 

一
ツ

一

油
德
利 

 

一
ツ

一

盥 
 
 

 

二
口

一

手
水
盥 

 

二
口

一

行
燈 

 
 

二
張

一

懸
行
燈 

 

二
張

一

挑
灯 

 
 

二
張

 
 

右

〔
同
四
日
〕

一

白
米 

 
 

一
斗



〔
同
〕

一

味
噌 

 

〔
三
升

赤
白
〕

〔
同
〕

一

醬
油

 
 

 
一
升

〔
同
〕

一

薪 
 
 

 

拾
束

〔
同
〕

一

炭 
 
 

 

一
俵

〔
同
〕

一

油 
 
 

 

一
升

〔
同
〕

一

紙 
 
 

 

一
束

〔
同
〕

一

雜
紙 

 
 

一
束

〔
同
〕

一

鹽 
 
 

 

一
升

 
 

右

〔
一
ケ
月
〕

一

座
敷
料 

 
 

三
歩
二
朱 

 

相
渡

 
 

右

仁
左
衞
門
よ
り
受
取
書
置

飛
脚
便
に
申
遣
候
。
老
師
一
昨
々
夜
よ
り
少
し
惡
寒
氣
御
座
候
處
、
起
居
不
穩
侯
。
之
道
不
勝
手
に
候

故
、
御
不
自
由
と
存
、
取
計
候
而
、
御
堂
前
南
久
太
郎
町
花
屋
仁
左
衞
門
裏
座
敷
、
奇
麗
閑
栖
に
候
之

條
借
受
、
之
道
請
判
に
而
、
先
寓
居
と
定
候
處
、
今
朝
者
別
而
御
氣
分
無
心
元
御
樣
體
に
候
。
醫
者
呼

申
筈
に
候
得
共
、
早
く
木
節
に
御
樣
體
御
見
せ
被
成
度
と
の
御
事
被
仰
候
條
、
即
木
節
に
別
紙
遣
候
。

此
狀
著
次
第
、
貴
雅
に
も
早
々
御
下
り
相
待
候
。
木
節
御
同
伴
候
樣
に
存
候
。
隨
分
御
急
可
被
下
候
。

不
一
。十

月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

惟

然

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

支

考

去

來

樣



猶
々
別
紙
急
々
木
節
に
御
屆
賴
存
候
。
以
上
。

今
朝
之
狀
、
相
達
候
哉
と
存
候
。
老
師
御
事
、
昨
夜
よ
り
泄
痢
之
氣
味
に
而
俄
に
一
變
、
夜
中
二
十
餘

度
之
通
氣
、
是
は
頃
夜
園
女
亭
に
而
の
、
菌
之
御
過
食
故
と
相
考
候
。
一
夜
之
中
に
掌
を
返
す
が
如
に
、

今
朝
よ
り
猶
亦
通
痢
度
數
三
十
餘
度
、
我
等
始
、
之
道
手
を
握
り
候
迄
に
候
。
此
狀
著
次
第
、
木
簡
同

伴
に
而
急
々
御
下
り
相
待
候
。
南
久
太
郎
町
花
屋
仁
左
衞
門
と
御
尋
、
早
々
御
入
可
取
成
候
。
急
々
。

以
上
。

 
 

十
月
二
日
夜
子
ノ
時 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

惟

然

去

來

樣

猶
々
、
大
津
之
衆
、
其
外
何
方
へ
も
、
手
寄
手
寄
御
申
遣
可
被
成
候
。
木
節
は
急
に
被
參
候
樣
御
賴
申

候
。
伊
賀
へ
の
常
飛
脚
は
無
之
、
幸
羅
漢
寺
之
弟
子
伊
勢
へ
越
候
に
、
今
朝
狀
賴
遣
候
迄
に
候
。
若
其

方
角
よ
り
幸
便
も
候
は
ば
、
被
仰
遣
可
被
下
候
。

三
日

廿
七
日
。
但
晝
夜
也
。
天
氣
曇
る
。
夜
半
過
去
來
き
た
る
。
二
日
朝
之
狀
、
三
日
之
朝
屆
く
。

其
座
よ
り
直
に
打
立
、
伏
見
に
出
し
は
巳
の
時
な
り
し
。
夫
よ
り
船
に
打
乘
、
八
軒
屋
に
著
し
は
亥
の
時

な
り
し
と
。
直
に
御
病
床
に
參
り
た
り
し
に
、
師
も
嬉
し
さ
胸
に
せ
ま
り
、
し
ば
し
は
も
の
も
の
た
ま
は

ざ
り
し
が
、
諸
國
に
因
し
人
々
は
我
を
親
の
ご
と
く
思
ひ
給
ふ
に
、
我
老
ぼ
れ
て
、
や
さ
し
き
事
も
な
け

れ
ば
、
子
の
ご
と
く
お
も
ふ
こ
と
も
な
く
、
殊
更
汝
は
骨
肉
を
分
し
お
も
ひ
あ
れ
ば
、
三
ン

日
見
さ
れ
ば
千

日
の
お
も
ひ
せ
り
。
し
か
る
に
今
度
か
ゝ
る
遠
境
に
て
難
治
の
菜
薪
の
憂
に
罹
り
、
再
會
あ
る
ま
じ
く
お

も
ひ
居
た
り
し
に
、
逢
見
る
事
の
嬉
し
さ
よ
と
て
、
袂
を
し
ぼ
り
た
ま
へ
ば
、
去
來
も
し
ば
し
は
於
咽
せ

し
が
、
暫
く
し
て
云
、
僕
世
務
に
い
と
ま
な
け
れ
ば
、
さ
せ
る
實
意
も
つ
く
さ
ゞ
る
に
、
か
ゝ
る
御
懇
意

の
御
言
を
蒙
る
事
、
生
を
へ
だ
つ
と
も
忘
却
不
仕
と
、
數
行
の
泪
に
む
せ
ぶ
。
何
樣
賣
藥
の
效
驗
心
も
と

な
し
と
て
、
去
來
又
消
息
を
し
た
ゝ
め
て
、
飛
脚
便
に
木
節
に
つ
か
は
す
。（
支
考
記
）

同
三
日
夜
子
の
時
追
、
つ
ゞ
い
て
木
節
來
る
。
二
日
出
の
兩
人
の
消
息
其
夜
著
せ
し
故
、
大
津
を
丑
の

時
に
立
、
一
番
舟
に
乘
し
か
ど
、
短
日
ゆ
ゑ
遲
著
。
諸
子
に
會
釋
も
そ
こ
そ
こ
に
し
て
、
直
に
御
樣
體
を

伺
ひ
、
御
脈
を胗

す
。
主
方
逆
逸
湯
を
調
合
す
。
（
支
考
記
）

四
日

朝
、
木
節
申
さ
る
ゝ
に
よ
り
、
朝
鮮
人
參
半
兩
、
道
修
町
伏
見
尾
よ
り
取
、
同
く
包
香
十
五
袋

取
。
天
氣
よ
し
。
之
道
方
よ
り
世
話
に
て
、
洗
濯
老
女
を
や
と
ひ
、
師
の
御
衣
裝
、
其
外
連
衆
の
衣
裝
を



す
ゝ
ぐ
。
園
女
よ
り
御
菓
子
幷
水
仙
を
送
る
。
支
考
・
惟
然
介
抱
。
次
郎
兵
衞
迚
も
手
屆
か
ね
、
之
道
と

り
は
か
ら
ひ
と
て
、
舍
羅
・
呑
舟
と
云
も
の
來
る
。
按
摩
な
ど
承
る
。
今
日
二
十
度
餘
に
お
よ
ぶ
。
度
ご

と
に
裏
急
後
重
あ
り
。
（
次
郎
兵
衞
記
）

五
日

朝
、
丈
草
・
乙
州
・
正
秀
き
た
る
。
天
氣
曇
る
。
寒
冷
甚
し
。
時
候
の
ゆ
ゑ
に
や
、
師
時
々
惡

寒
の
氣
あ
り
。
朝
、
次
郎
兵
衞
天
滿
に
詣
る
。
晝
過
歸
る
。
夜
著
蒲
團
又
々
五
流
、
米
壹
斗
、醬

油
二
升

、

鹽
壹
升
、
味
噌
三
升
、
薪
二
十
束
、
炭
二
十
貫
目
、
雜
紙
三
束
な
り
。
今
日
師
食
し
た
ま
は
ず
。
湯
素
麵

二
箸
な
り
。
夜
中
ま
で
に
五
十
度
に
お
よ
ぶ
。（
次
郎
兵
衞
記
）

六
日

天
氣
陰
晴
き
は
ま
ら
ず
。
朝
の
貪
食
、
入
麪
三
箸
。
前
夜
終
宵
寢
入
た
ま
は
ず
。
暫
く
睡
眠
し

た
ま
ふ
御
目
さ
め
よ
り
、
去
來
を
ち
か
く
め
し
て
、
先
の
頃
野
明
が
方
に
殘
し
置
侍
り
し
、
大
井
川
に
吟

行
せ
し
句

 
 

 

大
堰
川
波
に
ち
り
な
し
夏
の
月 

 
 

 
 

 

翁

地
句
あ
ま
り
景
色
過
た
れ
ど
、
大
井
川
の
夏
げ
し
き
、
い
ひ
か
な
へ
た
り
と
お
も
ひ
ゐ
た
り
し
が
、
淸
瀧

に
て

 
 

 

淸
瀧
や
波
に
ち
り
こ
む
靑
松
葉

 
 

 
 

 
 

翁

と
作
り
し
。
事
柄
は
變
り
た
れ
ど
、
同
巣
な
り
と
人
の
い
は
ん
も
い
か
ゞ
な
れ
ば
、
大
ゐ
川
の
句
は
捨
は

べ
ら
ん
と
汝
に
申
た
り
。
し
か
る
に
頃
日
園
女
に
招
れ
て

 
 

 

白
菊
の
目
に
立
て
ゝ
見
る
塵
も
な
し

 
 

 

翁

と
吟
じ
た
り
。
是
又
同
案
に
似
て
、
句
の
道
筋
お
な
じ
。
そ
れ
故
前
の
二
句
を
一
向
に
捨
は
べ
り
て
、
白

菊
の
句
を
殘
し
お
き
侍
ら
ん
と
お
も
ふ
也
。
汝
の
意
い
か
ん
。
去
來
泪
を
う
か
べ
、
名
匠
の
か
く
名
を
惜

み
、
道
を
重
じ
た
ま
ふ
有
が
た
さ
よ
。
絶
句
一
章
に
、
さ
ま
で
千
辛
萬
苦
し
た
ま
ふ
御
病
腦
の
中
の
御
骨

折
、
風
雅
の
深
情
こ
そ
尊
と
け
れ
。
眼
あ
る
も
の
何
者
か
、
此
句
を
同
案
・
同
集
と
見
る
べ
き
。
恐
な
が

ら
此
句
を
同
案
・
同
巣
な
ど
と
申
も
の
は
、
無
眼
人
と
申
も
の
な
り
。
其
ゆ
ゑ
は
、
此
句
々
景
情
別
々
備

り
て
、
句
意
を
見
る
時
は
、
三
句
と
も
に
別
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
我
は
句
の
意
を
目
に
見
て
、
句
の

姿
を
見
ず
。
青
苔
日
ニ

厚
シ
テ

自
ラ

無
塵
。
こ
れ
は
こ
れ
陰
者
の
高
儀
を
ほ
め
た
る
語
、
今
は
園
女
が
い
ま
だ

若
く
し
て
、
陌
上
桑
の
調
（
ミ
サ
ホ
）
あ
る
を
ほ
め
た
ま
ひ
た
る
吟
な
り
。
意
も
妙
な
り
、
語
も
妙
な
り
。

世
人
此
句
を
見
る
も
の
、
園
が
淸
節
を
し
ら
ん
。
波
に
塵
な
し
の
語
は
、
左
太
仲
が
必
シ
モ

非
二

絲
ト

與
一ㇾ

竹

山
水
ニ
モ
有
二

淸
音
一

い
へ
る
絶
唱
も
お
も
は
れ
、
園
が
二
夫
に
ま
み
え
ざ
る
貞
潔
と
、
大
井
・
淸
瀧
の
絶

景
と
、
二
句
の
間
相
た
ゝ
か
つ
て
、
感
じ
て
も
あ
ま
り
あ
り
と
申
せ
し
か
ば
、
師
も
機
嫌
よ
く
お
は
し
け



り
。
（
去
來
記
）

七
日

朝
よ
り
不
相
應
の
暖
氣
な
り
。
曇
り
て
雨
な
し
。
藥
方
逆
逸
湯
に
加
減
。
入
麪
を
好
み
た
ま
ふ
。

園
女
よ
り
見
舞
と
し
て
、
菓
子
等
贈
き
た
る
。
次
郎
兵
衞
取
計
て
之
道
に
贈
る
。
鬼
貫
來
る
。
去
來
應
對

し
て
還
す
。
園
女
・
可
中
・
渭
川
來
る
。
去
來
・
支
考
會
釋
す
。
終
日
藥
を
め
さ
ず
。
終
日
曇
る
。
夜
に

な
り
て
晴
る
。
夜
に
入
て
人
音
も
し
づ
か
に
な
り
け
れ
ば
、
灯
の
も
と
に
人
々
伽
し
て
ゐ
た
り
け
れ
ば
、

乙
州
・
正
秀
等
去
來
に
申
け
る
は
、
今
度
師
も
し
泉
下
の
客
と
な
ら
せ
た
ま
は
ゞ
、
此
後
の
風
雅
い
か
に

な
り
行
侍
ら
ん
。
去
來
默
し
て
居
た
り
し
が
、
我
も
其
事
心
に
か
ゝ
り
し
ゆ
ゑ
、
二
日
の
消
息
屆
し
故
、

か
く
い
そ
ぎ
參
り
た
り
。
人
々
も
さ
お
も
ひ
た
ま
ふ
や
。
さ
あ
ら
ば
今
夜
閑
靜
な
り
。
只
今
の
體
に
お
は

し
ま
さ
ば
、
御
快
復
お
ぼ
つ
か
な
し
。
滅
後
の
俳
話
を
と
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
、
靜
に
枕
上
に
伺
ひ
よ

り
て
、
機
嫌
を
は
か
ら
ひ
問
申
け
り
。
翁
、
次
郎
兵
衞
に
た
す
け
お
こ
さ
れ
、
息
つ
き
た
ま
ひ
て
の
た
ま

は
く
、
俳
語
の
變
化
き
は
ま
り
な
し
。
し
か
れ
ど
も
眞
・
行
・
草
の
三
ツ
を
は
な
れ
ず
。
其
三
ツ
よ
り
し

て
、
千
變
萬
化
す
。
我
い
ま
だ
そ
の
轡
を
め
ぐ
ら
さ
ず
。
汝
等
此
以
後
と
て
も
、
地
を
は
な
る
ゝ
事
な
か

れ
。
地
と
は
、
心
は
杜
子
美
の
老
を
お
も
ひ
、
さ
び
は
西
上
人
の
道
心
を
し
た
ひ
、
調
は
業
平
が
高
儀
を

う
つ
し
、
い
つ
ま
で
も
、
我
等
世
に
あ
り
と
お
も
ひ
、
ゆ
め
ゆ
め
他
に
化
せ
ら
る
ゝ
事
な
か
れ
。
言
た
き

事
あ
れ
ど
も
、
息
□
□
口
か
な
は
ず
と
、
喘
ぎ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
呑
舟
御
口
を
潤
す
。
又
藥
を
ま
ゐ
ら
せ

て
し
づ
ま
り
た
ま
ふ
。
各
筆
を
と
り
て
こ
れ
を
書
く
。（
惟
然
記
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
国
会
図
書
館
版
は
判
読
不
能
字
を
「
□
□
□
口
」
（
最
後
は
四
角
で
は
な
く
「
口
」

な
の
で
注
意
さ
れ
た
い
）
と
三
字
分
と
す
る
。］

八
日

天
氣
快
晴
。
御
不
全
な
り
。
京
の
□
士
來
る
。
信
德
よ
り
消
息
も
て
、
御
病
體
を
問
ふ
。
同
近

江
の
角
上
よ
り
使
來
る
。
人
々
勝
手
の
間
に
て
、
今
度
の
御
所
勞
平
復
を
祈
り
奉
ら
ん
と
て
、
住
吉
大
明

神
に
連
中
よ
り
人
を
立
べ
し
と
、
去
來
申
お
く
ら
れ
け
れ
ば
、
各
し
か
る
べ
し
と
、
之
道
・
次
郎
兵
衞
は

鬮
當
に
て
、
社
務
林
采
女
方
に
祝
詞
を
た
の
み
、
厚
く
神
納
の
品
々
お
く
ら
る
。

各
詠

 
 

 
 

 

奉

納

 
 

落
つ
き
や
か
ら
手
水
し
て
神
あ
つ
め 

 
 

木
節

 
 

初
雪
に
や
が
て
手
ひ
か
む
佐
太
の
宮 

 
 

正
秀

 
 

峠
こ
そ
鴨
の
さ
な
り
や
諸
き
ほ
ひ 

 
 

 

丈
草

 
 

起
さ
る
ゝ
聲
も
う
れ
し
き
湯
婆
哉 

 
 

 

支
考



 
 

水
仙
や
使
に
つ
れ
て
床
は
な
れ 

 
 

 

呑
舟

 
 

居
あ
げ
て
い
さ
み
つ
き
け
り
鷹
の
か
ほ

伽
香

 
 

あ
し
が
ろ
に
竹
の
は
や
し
や
み
そ
さ
ゞ
い

惟
然

 
 

神
の
る
す
た
の
み
ぢ
か
ら
や
松
の
風 

 
 

之
道

 
 

日
に
ま
し
て
見
ま
す
顏
な
り
霜
の
菊 

 
 

乙
州

 
 

 

こ
が
ら
し
の
客
み
な
ほ
す
や
鶴
の
聲 

 
 

去
來

大
勢
の
集
會
な
り
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
び
興
じ
て
師
を
慰
め
申
け
り
。
木
節
、
去
來
に
申
け
る
は
、
今
朝

御
脈
を
伺
見
申
に
、
次
第
に
氣
力
も
衰
給
ふ
と
見
え
て
、
脈
體
わ
ろ
し
。
最
初
に
食
滯
よ
り
起
り
し
泄
瀉

な
れ
ど
も
、
根
元
脾
腎
の虛

に
て
、
大
虛
の
痢
疾
な
り
。
故
に
逆
逸
湯
主
方
な
り
。
猶
又
加
減
し
て
心
を

盡
す
と
い
へ
ど
も
、
藥
力
と
ゞ
か
ず
。
願
は
く
は
、
治
法
を
他
國
に
も
と
め
ん
と
お
も
ふ
。
去
來
、
師
に

ま
う
す
。
師
曰
、
木
節
が
申
條
尤
な
れ
ど
も
、
い
か
な
る
仙
方
あ
り
て
虎
口
龍
鱗
を
醫
す
と
も
、
天
業
い

か
ん
か
せ
ん
。
我
か
く
悟
道
し
侍
れ
ば
、
我
呼
吸
の
通
は
ん
間
は
、
い
つ
ま
で
も
木
節
が
神
方
を
服
せ
む
。

他
に
求
む
る
心
な
し
と
の
た
ま
ひ
け
る
。
風
流
・
道
德
人
み
な
間
然
す
る
こ
と
な
し
。

支
考
・
乙
州
等
、
去
來
に
何
か
さ
ゝ
や
き
け
れ
ば
、
去
來
心
得
て
、
病
床
の
機
嫌
を
は
か
ら
ひ
て
申
て

云
、
古
來
よ
り
鴻
名
の
宗
師
、
多
く
大
期
に
辭
世
有
。
さ
ば
か
り
の
名
匠
の
、
辭
世
は
な
か
り
し
や
と
世

に
い
ふ
も
の
も
あ
る
べ
し
。
あ
は
れ
一
句
を
殘
し
た
ま
は
ゞ
、
諸
門
人
の
望
足
ぬ
べ
し
。
師
の
言
、
き
の

ふ
の
擧
句
は
け
ふ
の
辭
世
、
今
日
の
擧
句
は
あ
す
の
辭
世
、
我
生
渡
云
捨
し
句
々
、
一
句
と
し
て
辭
世
な

ら
ざ
る
は
な
し
。
若
我
辭
世
は
い
か
に
と
問
人
あ
ら
ば
、
此
年
頃
い
ひ
捨
お
き
し
句
、
い
づ
れ
な
り
と
も

辭
世
な
り
と
申
た
ま
は
れ
か
し
。
諸
法
從
來
常
示
寂
滅
相
、
こ
れ
は
是
釋
尊
の
辭
世
に
し
て
、
一
代
の
佛

教
、
此
二
句
よ
り
外
は
な
し
。
古
池
や
蛙
と
び
込
水
の
音
、
此
句
に
我
一
風
を
興
せ
し
よ
り
、
初
て
辭
世

な
り
。
其
後
百
千
の
句
を
吐
に
、
此
意
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
、
句
々
辭
世
な
ら
ざ
る
は
な

し
と
申
侍
る
也
と
。
次
郎
兵
衞
が
傍
よ
り
口
を
潤
す
に
し
た
が
ひ
、
息
の
か
ぎ
り
語
り
た
ま
ふ
。
此
語
實

に
玄
々
微
妙
、
翁
の
凡
人
な
ら
ざ
る
を
し
る
べ
し
。
（
支
考
記
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
国
会
図
書
館
版
で
は
「
□
士
」
の
判
読
不
能
字
は
二
文
字
。
惟
然
坊
の
句
「
あ
し

が
ろ
に
竹
の
は
や
し
や
み
そ
さ
ゞ
い
」
の
下
五
は
「
鷦
鷯
」
と
漢
字
表
記
。］

夜
に
入
て
嵯
峨
の
野
明
・
爲
有
よ
り
柿
を
贈
り
來
る
。
消
息
そ
ふ
。
今
日
ま
で
伊
賀
よ
り
音
信
な
し
。

去
來
・
乙
州
申
談
じ
、
態
と
飛
脚
を
差
た
つ
べ
き
よ
し
師
に
申
け
れ
ば
、
師
の
言
、
我
隱
遁
の
身
と
し
て

虛
弱

な
る
身
の
、
數
百
里
の
飛
杖
お
も
ひ
立
、
親
族
よ
り
と
ゞ
め
け
れ
ど
、
心
儘
に
せ
し
は
我
過
な
り
。

今
大
病
と
申
お
く
り
な
ば
、
一
類
中
の
さ
わ
ぎ
、
殊
に
主
公
の
聞
し
め
し
も
恐
あ
り
。
た
と
ひ
今
度
大
切



に
お
よ
ぶ
と
も
、
沙
汰
あ
る
ま
じ
と
の
た
ま
ひ
け
り
。
師
の
慮
の
深
き
こ
と
各
感
心
す
。
度
數
六
十
度
に

お
よ
ぶ
。
（
惟
然
記
）

九
日

諸
子
の
取
は
か
ら
ひ
と
し
て
、
ふ
る
き
衣
裝
又
夜
具
な
ど
の
、
垢
つ
き
た
る
不
淨
あ
る
を
脱
か

は
し
、
よ
き
衣
に
召
せ
か
へ
ま
ゐ
ら
せ
申
。
師
曰
、
我
邊
地
波
濤
の
ほ
と
り
に
、
革
を
敷
寐
、
塊
を
枕
と

し
て
、
終
を
と
る
べ
き
身
の
、
か
ゝ
る
美
々
し
き
褥
の
う
へ
に
、
し
か
も
未
來
ま
で
の
友
ど
ち
に
ぎ
に
ぎ

し
く
、
鬼
錄
に
上
ら
む
こ
と
、
受
生
の
本
望
な
り
。
丈
草
・
去
來
と
召
。
昨
夜
目
の
あ
は
ざ
る
ま
ゝ
、
不

斗
案
じ
入
て
、
呑
舟
に
書
せ
た
り
。
各
詠
じ
た
ま
へ
。

 
 

 
 

旅
に
病
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る

枯
野
を
め
ぐ
る
夢
心
と
も
し
侍
る
。
い
づ
れ
な
る
べ
き
。
こ
れ
は
辭
世
に
あ
ら
ず
、
辭
世
に
あ
ら
ざ
る
に

も
あ
ら
ず
。
病
中
の
吟
な
り
。
併
か
ゝ
る
生
死
の
一
大
事
を
前
に
置
な
が
ら
、
い
か
に
生
涯
好
み
し
一
風

流
と
は
言
な
が
ら
、
是
も
妄
執
の
一
ツ
と
も
い
ふ
べ
け
ん
。
今
は
ほ
い
な
し
。
去
來
言
、
左
に
あ
ら
ず
。

日
々
朝
雲
暮
雨
の
間
も
お
か
ず
、
山
水
野
鳥
の
こ
ゑ
も
す
て
た
ま
は
ず
。
心
身
風
雅
な
ら
ざ
る
な
く
、
か

く
る
河
魚
の
患
に
つ
か
れ
給
ひ
な
が
ら
、
今
は
の
か
ぎ
り
に
其
風
神
の
名
章
を
唱
へ
給
ふ
事
、
諸
門
葉
の

よ
ろ
こ
び
、
他
門
の
聞
え
、
末
代
の
龜
鑑
な
り
と
、
涕
す
ゝ
り
泪
を
流
す
。
眼
あ
る
も
の
是
を
見
ば
、
魂

を
飛
さ
む
。
耳
あ
る
も
の
是
を
き
か
ば
、
毛
髮
こ
れ
が
た
め
に
動
か
む
。
列
座
の
面
々
、
感
慨
悲
想
し
て
、

慟
絶
し
て
、
聲
な
し
。
是
師
翁
一
代
遣
教
經
な
り
。
此
日
よ
り
殊
更
に
お
と
ろ
へ
た
ま
へ
り
。
度
數
し
れ

ず
。
（
去
來
記
）

十
日

初
時
雨
せ
り
。
師
、
夜
の
明
が
た
よ
り
度
數
し
れ
ず
、
ひ
と
し
ほ
腦
み
た
ま
へ
り
。
折
ふ
し
に

語
一
言
あ
り
て
、
と
り
し
め
な
き
こ
と
多
し
。
木
節
此
日
芍
藥
湯
を
も
る
。
諸
子
打
よ
り
、
食
事
を
す
ゝ

め
ま
ゐ
ら
せ
け
れ
ど
、
す
ゝ
み
た
ま
は
ず
。
梨
實
を
の
ぞ
み
た
ま
ふ
。
木
節
か
た
く
制
し
け
れ
ど
、
頻
り

に
望
み
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
、
や
む
こ
と
を
得
ず
す
ゝ
め
け
れ
ば
、
一
片
味
ひ
て
や
み
給
ふ
。
木
節
云
、
脾
胃
う

く
る
處
な
し
、
死
期
ち
か
き
に
あ
り
と
云
。
申
の
刻
に
い
た
つ
て
人
ご
ゝ
ち
つ
き
た
ま
ふ
。
今
日
は
一
人

も
食
し
た
る
も
の
な
し
。（
惟
然
記
）

十
一
日

朝
ま
た
ま
た
時
雨
す
。
お
も
ひ
が
け
な
く
、
東
武
の
其
角
き
た
る
。
是
は
東
武
の
誰
彼
同
伴

に
て
參
宮
の
序
、
和
州
・
紀
州
を
打
め
ぐ
り
、
泉
州
よ
り
浪
華
に
打
入
り
し
が
、
は
か
ら
ず
も
師
の
勞
り

お
は
す
と
聞
つ
け
、
そ
こ
此
處
と
た
づ
ね
ま
は
り
、
漸
に
か
け
つ
け
た
り
。
直
に
病
床
に
ま
ゐ
り
て
、
皮

骨
連
立
し
給
ひ
た
る
體
を
見
ま
ゐ
ら
せ
て
、
且
愁
ひ
且
よ
ろ
こ
ぶ
。
師
も
見
や
り
た
ま
ひ
た
る
ま
で
に
て
、



唯
々
泪
ぐ
み
た
ま
ふ
。
其
角
も
言
句
な
く
、
さ
し
う
つ
む
き
ゐ
た
り
し
を
、
丈
草
・
去
來
支
考
其
外
の
衆
、

次
の
間
に
招
き
、
御
病
性
の
始
終
を
物
が
た
る
。
此
夜
、
夜
す
が
ら
伽
し
て
、
お
も
ひ
よ
り
し
事
ど
も
物

が
た
り
居
た
り
し
に
、
亥
の
と
き
ご
ろ
よ
り
、
師
、
夢
の
さ
め
た
る
ご
と
く
、
粥
を
望
み
た
ま
ふ
。
人
々

嬉
し
さ
か
ぎ
り
な
く
、
次
郎
兵
衞
取
計
ひ
て
、
疾
く
焚
あ
げ
て
す
ゝ
め
ま
ゐ
ら
す
。
中
か
さ
椀
に
て
、
快

く
め
さ
れ
け
り
。
朔
日
よ
り
已
來
の
食
事
な
り
。
土
鍋
に
殘
り
た
る
を
、
去
來
椀
に
う
つ
し
入
て
お
し
い

た
ゞ
き

 
 

 
 

病
中
の
あ
ま
り
す
ゝ
り
て
冬
ご
も
り

去
來

去
來
曰
、
趣
向
を
他
に
も
と
め
ず
、
有
あ
ふ
こ
と
を
口
ず
さ
み
て
、
師
を
慰
め
ま
ゐ
ら
せ
ん
。
深
く
案

じ
い
ら
□
と
頓
に
句
作
り
た
ま
へ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
□
」
の
部
分
は
底
本
で
は
『
一
字
不
明
』
と
注

す
る
。
国
会
図
書
館
版
で
は
「
案
じ
い
ら
す
と
」
と
活
字
化
し
て
い
る
。
］
。
惟
然
は
前
夜
正
秀
と
二
人
に

て
、
一
ツ
の
蒲
團
を
ひ
つ
ぱ
り
て
被
り
し
に
、
か
な
た
へ
ひ
き
、
こ
な
た
へ
ひ
き
て
、
終
夜
寢
い
ら
ざ
り

け
れ
ば
、
は
て
は
し
ら
じ
ら
と
夜
明
け
る
に
ぞ
、
其
事
を
互
に
笑
ひ
あ
ひ
て

 
 

 

ひ
つ
ぱ
り
て
蒲
團
に
寒
き
わ
ら
ひ
哉 

 

惟
然

 
 

 

お
も
ひ
よ
る
夜
伽
も
し
た
し
冬
籠 

 
 

正
秀

一
座
是
を
き
上
し
、
い
づ
れ
も
ど
つ
と
笑
ひ
け
れ
ば
、
師
も
笑
ひ
た
ま
へ
り
。
人
々
嬉
し
さ
か
ぎ
り
な

く
、
十
日
已
來
の
興
に
ぞ
有
け
る
。
初
し
ぐ
れ
な
り
け
れ
ば
【
初
し
ぐ
れ
と
い
ふ
よ
り
四
行

十
一
日
の

晝
う
ち
の
こ
と
ゝ
見
る
べ
し
。
】
、
空
と
く
晴
て
日
影
さ
し
い
り
た
る
に
、
蠅
の
お
ほ
く
日
南
に
群
り
ゐ
た

る
に
、
人
々
黐
も
て
蠅
を
さ
し
取
に
、
上
手
下
手
あ
る
を
見
給
ひ
て
、
暫
く
興
に
い
り
た
ま
ひ
け
れ
ど
、

大
病
中
の
こ
と
な
れ
ば
忽
倦
た
ま
ひ
、
直
に
寢
所
に
入
た
ま
ふ
。
支
考
は
、
師
の
發
句
を
減
後
に
一
集
せ

ん
心
願
あ
れ
ど
、
此
ご
ろ
の
病
苦
に
腦
み
た
ま
ふ
に
見
あ
は
せ
ゐ
た
り
し
が
、
今
日
機
嫌
よ
き
に
案
じ
て

申
出
侍
ら
ん
と
、
去
來
に
申
た
り
け
れ
ば
、
去
來
は
か
ね
て
師
の
心
中
を
知
り
た
り
し
ゆ
ゑ
大
に
い
か
り
、

小
ざ
か
し
き
事
を
申
さ
る
ゝ
も
の
哉
、
師
は
平
生
名
聞
ら
し
き
こ
と
好
み
給
は
ず
。
今
日
漸
快
き
體
を
見

請
は
べ
り
て
、
諸
人
嬉
し
と
お
も
ふ
中
に
、
御
氣
に
逆
ふ
こ
と
聞
せ
申
て
は
、
御
心
を
勞
し
め
申
事
、
奇

怪
な
り
。
此
後
御
病
床
ち
か
く
よ
り
給
ふ
な
、
早
く
其
座
を
立
た
ま
へ
と
、
聲
あ
ら
ゝ
か
に
次
の
間
に
追

立
け
り
。
支
考
も
は
か
ら
ず
も
の
い
ひ
出
し
て
、
諸
子
の
聞
前
面
目
を
う
し
な
ひ
し
が
、
行
々
惟
然
に
打

む
か
ひ
、
我
に
句
あ
り
、
そ
こ
書
給
へ
と
い
ひ
て

 
 

 
 

し
か
ら
れ
て
次
の
間
に
た
つ
寒
か
な

支
考

さ
す
が
支
考
な
り
け
れ
ば
、
師
も
ほ
の
聞
給
ひ
て
、
お
か
し
が
り
給
ひ
け
り
。

 
 

 
 

鬮
と
り
て
菜
飯
□
□
□
□
□
□
□
□

木
節

 
 

 
 

皆
子
な
り
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

乙
州



【
こ
の
二
行
腐
て
見
え
ず
。
枯
尾
花
集
に

鬮
と
り
て
菜
め
し
た
ゝ
か
す
夜
伽
哉 

 

み
な
子
也
み
の
蟲

寒
く
な
き
つ
く
す
と
あ
り
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
国
会
図
書
館
版
で
は
「
鬮
と
り
て
菜
飯
た
ゝ
か
す
夜
伽

哉
」
「
皆
子
な
り
み
の
虫
寒
く
な
き
つ
く
す
」
と
あ
る
。］
】

 
 

 
 

う
づ
く
ま
る
藥
の
も
と
の
寒
さ
か
な

丈
草

 
 

 
 

吹
井
よ
り
鶴
を
ま
ね
か
む
初
し
ぐ
れ 

 

其
角

一
々
惟
然
吟
聲
し
け
れ
は
、
師
、
丈
草
が
句
を
今
一
度
と
の
ぞ
み
給
ひ
て
、
丈
草
出
か
さ
れ
た
り
。
い

つ
聞
て
も
さ
び
し
を
り
調
た
り
。
面
白
し
面
白
し
と
、
し
は
が
れ
し
こ
ゑ
も
て
譽
給
ひ
に
け
り
。
い
つ
に

か
は
り
し
機
嫌
の
麗
し
き
を
よ
ろ
こ
び
け
る
に
、
木
節
一
人
愁
を
い
だ
け
る
體
に
見
え
け
れ
ば
、
其
角
其

故
を
と
ふ
。
木
節
云
、
病
に
除
中
の
證
と
い
へ
る
あ
り
。
大
病
中
絶
食
な
る
に
俄
に
食
の
す
ゝ
む
こ
と
あ

る
は
、
惡
症
な
り
。
死
期
遠
き
に
あ
ら
ず
と
い
へ
り
。
さ
は
し
ら
ず
各
さ
ゞ
め
き
ゐ
た
る
に
、
夜
半
ご
ろ

よ
り
又
寒
熱
往
來
あ
り
て
、
夜
明
ご
ろ
よ
り
顏
色
土
の
ご
と
く
見
え
た
ま
ひ
、
暫
く
は
悶
亂
し
人
も
見
し

り
た
ま
は
ざ
り
し
が
、
や
ゝ
あ
つ
て
又
實
證
に
な
り
た
ま
ひ
、
左
右
に
舍
羅
・
呑
舟
、
う
し
ろ
よ
り
は
次

郎
兵
衞
い
だ
き
ま
ゐ
ら
せ
て
介
抱
し
、
程
な
く
夜
明
け
れ
ば
十
二
日
な
り
。
兼
て
は
閉
籠
り
給
ひ
し
が
、

へ
だ
て
の
障
子
も
襖
も
と
り
は
な
さ
せ
、
其
角
・
去
來
・
丈
草
を
是
へ
と
て
向
に
見
給
ひ
、
穢
を
は
ゞ
か

れ
ば
咫
尺
し
た
ま
ふ
な
と
こ
と
わ
り
、
行
水
を
望
み
た
ま
ふ
。
木
節
頻
り
に
制
し
け
れ
ど
、
し
き
り
に
の

ぞ
み
給
ふ
ゆ
ゑ
、
や
む
こ
と
を
得
ず
、
湯
を
ひ
か
せ
ま
ゐ
ら
せ
け
り
。
座
を
し
づ
か
に
あ
ら
た
め
、
木
節

が
醫
術
を
盡
さ
れ
し
事
な
ど
つ
と
く
に
謝
し
給
ひ
、
扨
三
人
の
衆
を
近
く
め
さ
れ
、
乙
州
・
正
秀
を
左
右

に
し
、
支
考
・
惟
然
に
筆
を
と
ら
せ
、
な
き
あ
と
の
事
こ
ま
ご
ま
と
遺
言
し
た
ま
ふ
。
病
苦
す
こ
し
も
見

え
た
ま
は
ず
。
人
々
奇
異
の
お
も
ひ
を
な
し
け
り
。
伊
賀
の
遺
書
は
手
づ
か
ら
認
め
た
ま
ひ
、
外
に
京
・

江
戸
・
美
濃
・
尾
張
も
れ
ざ
る
樣
に
遺
言
し
を
は
り
た
ま
ふ
に
、
始
終
は
門
人
中
に
て
筆
記
す
。
次
第
に

聲
細
り
、
痰
喘
に
て
□
□
ひ
け
れ
ば
、
次
郎
兵
衞
素
湯
に
て
口
を
潤
し
ま
ゐ
ら
せ
け
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字

注
：
国
会
図
書
館
版
は
判
読
不
明
字
を
三
字
と
す
る
。
］
。
や
ゝ
有
て
去
來
に
む
か
ひ
た
ま
ひ
、
先
頃
實
永

阿
闍
梨
よ
り
路
通
が
事
を
仰
有
。
其
後
汝
が
丈
草
・
乙
州
等
に
送
り
し
消
息
、
露
霜
と
は
聞
捨
ず
。
併
少

し
い
み
は
ゞ
か
る
こ
と
有
て
、
雲
井
の
餘
所
に
は
な
し
侍
り
ぬ
。
彼
が
數
年
の
薪
水
の
勞
、
努
々
わ
す
れ

お
か
ず
。
我
な
き
跡
に
は
、
お
よ
そ
に
見
捨
た
ま
は
ず
、
風
流
交
り
給
へ
。
此
事
た
の
み
置
は
べ
る
。
諸

國
に
も
つ
た
へ
給
は
れ
か
し
と
、
言
終
り
た
ま
ひ
て
餘
言
な
し
。
合
掌
た
ゞ
し
く
觀
音
經
と
き
こ
え
て
、

か
す
か
に
聞
え
、
息
の
か
よ
ひ
も
遠
く
な
り
、
申
の
刻
過
て
、
埋
火
の
あ
た
ゝ
ま
り
の
さ
む
る
が
ご
と
く
、

次
郎
兵
衞
が
抱
き
ま
ゐ
ら
せ
た
る
に
、
よ
り
か
ゝ
り
て
寐
入
給
ひ
ぬ
と
お
も
ふ
程
に
、
正
念
に
し
て
終
に

屬
曠
に
つ
き
給
ひ
け
り
。
時
に
元
祿
七
甲
戌
十
月
十
二
日
申
の
中
刻
、
御
年
五
十
一
歳
な
り
。

即
刻
不
淨
を
淸
め
、
白
木
の
長
櫃
に
納
ま
ゐ
ら
せ
、
其
夜
直
に
川
舟
に
て
伏
見
ま
で
御
供
し
奉
る
。
其



人
々
に
は
、
其
角
・
去
來
・
丈
草
・
乙
州
・
正
秀
・
木
節
・
惟
然
・
支
考
・
之
道
・
呑
舟
・
次
郎
兵
衞
・

以
上
十
一
人
。
花
屋
仁
左
衞
門
が
京
へ
荷
物
を
送
る
體
に
て
、
長
櫃
の
前
後
左
右
を
と
り
ま
き
、
念
佛
誦

經
お
も
ひ
お
も
ひ
に
供
養
し
奉
る
。
八
幡
を
過
る
頃
、
夜
も
し
ら
し
ら
と
明
は
な
れ
け
る
に
、
僧
李
由
の

下
り
た
ま
へ
る
舟
に
行
逢
け
れ
ば
、
い
ざ
と
て
乘
移
り
、
相
と
も
に
は
か
な
き
物
が
た
り
し
て
、
程
な
く

京
橋
に
つ
く
。
夫
よ
り
狼
だ
に
通
り
に
か
ゝ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
国
会
図
書
館
版
で
は
「
狼
谷
」
と

漢
字
表
記
。
］
、
急
ぎ
に
い
そ
ぎ
し
ほ
ど
に
、
十
三
日
巳
の
時
過
に
は
、
大
津
の
乙
州
が
宅
に
入
れ
た
て
ま

つ
り
け
り
。
乙
州
は
伏
見
よ
り
先
立
て
い
そ
ぎ
て
歸
り
、
座
敷
を
掃
除
し
き
よ
め
、
沐
浴
の
用
意
す
。
御

沐
浴
は
之
道
・
呑
舟
・
次
郎
兵
衞
也
。
御
髮
の
延
び
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
月
代
に
は
丈
草
法
師
ま
ゐ
ら
れ
け

り
。
御
法
衣
・
淨
衣
等
は
、
智
月
と
乙
州
が
妻
縫
奉
る
。
淨
衣
、
白
衣
に
て
召
さ
せ
參
ら
す
べ
き
筈
な
る

を
、
翁
は
い
か
な
る
事
に
や
、
兼
て
茶
色
の
衣
裝
こ
そ
よ
け
れ
と
、
す
べ
て
茶
色
を
召
れ
け
れ
ば
、
智
月

尼
の
は
か
ら
ひ
と
し
て
、
淨
衣
も
茶
色
の
服
に
こ
そ
せ
ら
れ
け
る
。
さ
て
送
葬
は
十
四
日
と
定
り
、
彼
是

日
沒
に
な
り
に
け
り
。

大
坂
花
屋
よ
り
支
考
・
惟
然
が
二
日
に
仕
出
の狀

、
羅
漢
寺
の
僧
伊
勢
に
急
用
有
て
參
る
よ
し
を
、
花

屋
よ
り
し
ら
せ
け
れ
ば
、
是
幸
ひ
と
賴
つ
か
は
し
け
る
に
、
此
僧
奈
良
に
著
た
る
日
よ
り
、
痢
疾
に
て
歩

行
か
な
は
ず
、
や
む
こ
と
を
得
ず
奈
良
に
滯
る
。
夫
故
十
一
日
朝
、
伊
賀
上
野
に
行
人
あ
る
を
聞
つ
け
ゝ

れ
ば
、
右
の狀

を
仕
出
し
け
り
。
此
狀
、
十
二
日
の
暮
ご
ろ
に
上
野
に
屆
き
け
り
。
土
芳
・
卓
袋
ひ
ら
き

見
る
よ
り
大
に
驚
き
、
と
る
物
も
と
り
あ
へ
ず
松
尾
氏
に
參
り
た
れ
ば
、
是
も
同
時
に
書
狀
著
せ
り
と
云
。

夫
よ
り
兩
人
は
、
し
た
た
め
そ
こ
そ
こ
に
し
て
、
子
の
刻
過
よ
り
、
兼
て
案
内
し
り
た
る
近
道
に
か
ゝ
り
、

大
和
の
帶
解
ま
で
た
ゞ
い
そ
ぎ
に
急
ぎ
け
れ
ど
、
月
入
て
の
事
な
れ
ば
、
く
ら
さ
は
く
ら
し
、
小
路
の
事

ゆ
ゑ
、
挑
灯
も
消
ぬ
れ
ば
、
其
夜
の
明
が
た
に
帶
解
に
著
く
。
相
知
れ
る
方
に
暫
ら
く
休
ら
ひ
て
、
し
た
ゝ

め
な
ど
し
、
是
よ
り
く
ら
が
り
峠
を
越
れ
ば
、
大
坂
ま
で
は
八
九
里
に
は
過
ず
。
さ
ら
ば
と
て
、
足
に
ま

か
せ
て
く
ら
が
り
峠
を
越
え
、
俊
德
海
道
を
た
ゞ
急
に
い
そ
ぎ
【
今
の
地
方
を
以
て
見
れ
ば
、
く
ら
が
り

の
峠
を
こ
し
て
俊
德
街
道
に
出
ず
。
十
三
峠
と
く
ら
が
り
峠
を
お
も
ひ
誤
れ
る
な
る
べ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

字
注
：
国
会
図
書
館
版
で
は
「
地
方
」
は
「
地
圖
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
く
ら
が
り
の
峠
を
こ
し
て
俊
德
街

道
に
出
ず
」
の
箇
所
は
「
く
ら
が
り
峠
を
こ
し
は
て
俊
德
街
道
に
出
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
「
越

し
て
は
」
の
誤
植
か
と
も
思
わ
れ
る
。
］
。
】
、
平
野
口
よ
り
御
城
の
南
を
か
け
ぬ
け
、
直
に
久
太
助
町
花
屋

に
か
け
つ
け
た
る
は
、
十
三
日
の
暮
頃
な
り
。
何
が
な
し
に
、
翁
の
御
病
氣
い
か
に
と
問
け
れ
ば
、
仁
左

衞
門
し
か
じ
か
と
答
ふ
。
爾
人
と
も
に
殘
念
ま
う
す
ば
か
り
な
く
、
さ
ら
ば
葬
送
な
り
と
も
逢
ひ
た
て
ま

つ
ら
ん
と
て
、
又
ひ
き
か
へ
し
、
八
軒
屋
に
か
け
行
。
幸
ひ
出
船
あ
り
け
れ
ば
、
其
ま
ゝ
飛
乘
り
、
伏
見



京
橋
に
著
し
は
夜
明
也
。
直
に
飛
下
り
狼
谷
に
か
ゝ
り
、
義
仲
寺
に
著
し
は
、
未
入
棺
し
給
は
ざ
る
ま
へ

な
り
け
れ
ば
、
諸
子
に
斷
り
て
、
死
顏
の
う
る
は
し
き
を
拜
し
ま
ゐ
ら
せ
、
悲
歎
か
ぎ
り
な
く
、
一
夜
も

病
床
に
咫
尺
せ
ざ
る
事
を
か
き
く
ど
き
け
れ
ど
、
ま
づ
因
緣
の
深
き
こ
と
を
身
に
あ
ま
り
有
が
た
く
、
嬉

し
く
燒
香
に
つ
ら
な
り
け
り
。
（
〔
土
芳
・
卓
袋
〕
物
語
）

十
二
日
暮
に
伏
見
を
出
舟
し
た
る
臥
高
・
昌
房
・
探
芝
・
牝
玄
・
曲
翠
等
は
、
其
夜
何
處
に
て
行
違
ひ

た
る
や
ら
ん
、
夜
明
て
大
坂
に
著
。
直
に
花
屋
に
は
せ
た
る
に
、
諸
子
御
骸
を
守
り
奉
り
て
、
の
ぼ
り
給

ひ
ぬ
と
聞
よ
り
、
直
に
又
十
三
日
の
晝
船
に
大
坂
よ
り
引
か
へ
し
、
其
夜
酉
の
刻
に
ふ
し
み
に
つ
く
。
夜

半
頃
に
大
津
に
歸
る
。
（
昌
房
物
語
）

義
仲
寺
眞
愚
上
人
、
住
職
な
れ
ば
導
師
な
り
。
三
井
寺
常
住
院
よ
り
弟
子
三
人
ま
ゐ
ら
れ
、
讀
經
念
佛

あ
り
。
御
入
棺
は
其
夜
酉
の
刻
な
り
。
諸
門
人
通
夜
し
て
、
伊
賀
の
一
左
右
を
ま
つ
。
夜
に
入
て
も
左
右

な
し
。
去
來
・
其
角
・
乙
州
等
評
議
し
て
、
葬
式
い
よ
い
よ
十
四
日
の
酉
上
刻
と
相
究
む
。
晝
の
う
ち
よ

り
集
れ
る
人
は
雲
霞
の
ご
と
く
、
帳
に
ひ
か
へ
た
る
人
數
凡
そ
三
百
人
餘
。
し
る
し
ら
ぬ
近
郷
よ
り
集
る

老
若
男
女
ま
で
を
し
み
悲
し
む
。
時
し
も
小
春
の
半
に
て
、
し
づ
か
に
天
氣
晴
た
わ
り
、
月
淸
朗
と
し
て

湖
水
の
面
に
か
ゞ
や
き
渡
り
、
名
に
し
粟
津
の
ま
つ
に
吹
起
る
は
、
無
常
の
嵐
か
と
お
も
は
れ
て
、
月
は

お
も
し
ろ
き
も
の
、
露
は
哀
な
る
も
の
と
い
へ
れ
ど
、
折
に
ふ
れ
て
は
何
か
あ
は
れ
成
も
の
な
ら
ざ
ら
む
。

矢
橋
の
漣
の
よ
す
る
ひ
ゞ
き
も
、
愁
人
の
た
め
に
は
胸
に
せ
ま
り
泪
を
添
ふ
。
（
支
考
記
）

 
 

 
 

引
導
香
語

雪
月
魂
魄
。
風
花
精
神
。
等
閑
一
句
。
驚
動
人
天
。
嗚
呼
。
奇
哉
芭
蕉
。
妙
哉
芭
蕉
。
萬
里
白
雲
。
一
輪

明
月
。
五
十
一
年
。
一
字
不
説
。

 
 

 
 

各
捻
香

丈
草

其
角

去
來

李
由

曲
翠

正
秀

木
節

乙
州

臥
高

惟
然

昌
房

探
芝

泥
足

之
道

芝
栢

牝
玄

尚
白

土
芳

卓
袋

許
六

丹
野

風
國

野
童

遊
刀

野
明

角
上

胡
故

蘇
葉

靈
椿

素
顰

囘
鳬

萬
里

誐
々

這
萃

荒
雀

楚
江

木
枝

朴
吹

魚
光

支
考



諸
國
代
香
不
記

右
の
外
近
江
國
中
は
申
に
及
ば
ず
、
京
・
大
坂
・
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
・
其
外
國
々
よ
り
京
な
ど
に
登

り
ゐ
た
る
諸
國
の
人
々
、
三
世
値
遇
の緣

を
よ
ろ
こ
び
、
我
も
我
も
と
香
手
向
奉
る
。
其
數
何
百
人
と
い

ふ
數
し
れ
ず
。
境
内
狹
け
れ
ば
、
表
よ
り
入
た
る
人
は
裏
へ
ぬ
け
出
る
や
う
に
し
つ
ら
ひ
置
、
田
の
刈
跡

に
道
を
つ
け
ゝ
れ
ば
、
燒
香
の
人
々
は
す
べ
て
裏
へ
ぬ
け
ゝ
る
に
ぞ
、
さ
し
て
騷
が
し
き
事
も
な
く
、
葬

埋
を
は
り
け
る
は
、
子
の
時
過
に
な
り
に
け
る
。
翁
か
ね
て
遣
命
の
通
り
、
木
曾
殿
の
右
の
か
た
に
埋
葬

し
奉
り
け
り
。

十
五
日

去
來
・
其
角
は
じ
め
、
膳
所
・
大
津
の
人
々
、
朝
疾
詣
し
て
、
先
と
て
土
か
き
あ
げ
て
卵
塔
を

か
た
ど
り
、
幸
ひ
塚
の
う
し
ろ
に
、
年
ふ
り
た
る
柳
あ
る
を
そ
の
ま
ゝ
に
し
、
御
名
の
形
見
と
て
、
枯
々

の
芭
蕉
を
一
本
、
兼
て
こ
の
み
給
ひ
た
る
茶
の
木
の
、
今
を
盛
り
な
る
花
と
と
も
に
移
し
植
て
、
竹
も
て

垣
ゆ
ひ
ま
は
し
、
香
花
を
手
向
奉
り
け
り
。
日
の
も
と
廣
し
と
い
へ
ど
も
、
生
前
に
其
名
豐
葦
原
の
浪
に

響
き
、
其
德
芙
蓉
の
絶
頂
に
竝
ぶ
。
人
丸
・
赤
人
の
む
か
し
は
い
ざ
し
ら
ず
、
末
代
の
今
に
し
て
は
實
に

我
翁
一
人
と
い
ふ
べ
し
。

御
先
に
立
候
段
、
殘
念
に
可
被
思
召
候
。
如
何
樣
と
も
又
右
衞
門
便
に
被
成
御
年
被
寄
、
御
心
靜

に
御
臨
終
可
レ

被
成
候
。
至
爰
申
上
事
無
御
座
候
。
市
兵
衞
・
治
右
衞
門
殿
・
意
專
老
初
、
不
殘
御

心
得
奉
レ

賴
候
。
中
に
も
十
左
衞
門
殿
・
半
左
殿
、
右
之
通
に
候
。
は
ゝ
樣
、
お
よ
し
、
力
落
し
可

申
供
。
以
上

 
 

 
 

 

十
月
十
日 
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（
花
押
）

 
 

 

松
尾
半
左
衞
門
樣

新
藏
は
殊
に
骨
被
折
忝
候
。

【
此
一
軸
再
形
庵
什
物
。】

【
市
兵
衞

雪
芝

事
】

【
治
右
衞
門

苔
蘇

事
】

【
意
專

猿
雖

事
】

【
十
右
衞
門

半
殘

事
】

【
半
左
衞
門

士
芳

事
】

翁
反
故
上
畢



翁
反
故
下

花
屋
日
記

十
六
日

乙
州
亭
に
集
合
し
て
、
義
仲
寺
の
住
持
、
其
外
僧
徒
に
禮
物
、
御
遣
物
等
の
沙
汰
に
お
よ
ぶ
。

昨
夜
迄
大
に
御
苦
勞
被
成
候
。
扱
今
日
は
先
師
御
遺
言
之
通
、
御
遺
物
夫
々
配
分
仕
度
、
其

外
寺
納
等
之
義
申
談
度
、
且
亦
伊
賀
よ
り
一
向
に
返
事
も
無
之
、
至
而
不
審
に
存
候
。
態
と
人

差
立
申
渡
に
付
、
拙
夫
一
人
之
名
目
少
憚
存
候
故
、
御
連
名
に
加
入
申
度
、
是
等
之
義
及
御
談

合
度
、
又
明
後
日
一
七
日
に
候
條
、
諸
國
連
中
退
散
無
之
中
、
於
御
靈
前
御
追
悼
俳
諧
百
韵
興

行
仕
度
、
付
而
者
御
終
焉
之
記
一
章
貴
雅
御
書
被
成
度
、
右
膝
々
可
申
談
間
、
只
今
よ
り
御
出

座
可
被
下
候
。
萬
端
は
面
上
可
申
上
候
。
以
上
。

 
 

 
 

十
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

去

來

 
 

 

其

角

英

雅

御
書
翰
拜
讀
、
御
念
之
御
事
共
忝
侯
。
此
間
之
御
辛
勞
難
盡
筆
頭
。
扨
と
よ
今
日
は
諸
君
御

集
會
、
先
師
御
遺
言
之
御
遺
物
配
分
、
且
寺
納
其
外
之
勘
定
可
被
成
旨
、
又
伊
賀
へ
の
御
文
通

に
付
、
拙
者
立
會
申
候
樣
被
仰
聞
候
趣
、
畏
候
。
早
速
馳
參
可
申
候
得
共
、
今
日
は
宿
主
曲
翠

子
始
臥
高
・
正
秀
・
泥
足
同
心
仕
、
先
師
御
舊
跡
の
幻
住
庵
に
罷
越
、
椎
の
冬
木
も
見
、
御
筆

跡
の
一
字
一
石
塔
も
拜
申
度
、
前
諾
仕
置
、
則
唯
今
出
立
仕
に
て
候
。
乍
御
不
□
御
宥
免
可
被

下
候
。
御
遺
物
其
外
寺
納
等
之
事
は
、
乙
主
人
、
諸
風
子
に
御
談
可
被
成
候
。
伊
賀
へ
の
御
紙

面
拙
者
御
連
名
可
被
成
旨
、
隨
分
御
同
意
仕
候
。

一

御
終
焉
記
之
義
被
仰
聞
い
か
ゞ
可
仕
哉
。
併
貴
命
之
事
に
候
故
、
取
懸
り
見
可
申
候
。

御
病
氣
最
初
よ
り
の
御
樣
體
、
貴
兄
始
惟
然
・
支
考
が
覺
書
勿
論
、
御
夜
伽
の
發
句
等
、
御
書

付
御
見
せ
可
被
成
候
。
且
次
郎
兵
衞
日
記
、
共
に
御
見
せ
可
被
成
候
。
出
立
早
々
。
以
上
。

十
月
十
六
日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

其

角

去
來
英
推

【
終
焉
記

枯
尾
花
集
と
い
ふ
に
有
。
】

【
次
郎
兵
衞
日
記
は
芭
蕉
談
四
篇
目
也
追
て
刻
す
べ
し
。
】

十
七
日

乙
州
亭
。



一

眞
愚
上
人 

 
 
 

 
 

 
 

金
一
兩

一

御
齋
米
料 

 
 
 

 
 

 

同
一
兩

一

御
供
養
料 

 
 
 

 
 

 

同
一
兩

一

御
茶
湯
料 

 
 
 

 
 

 

同
百
匹

一

御
弟
子
觀
門
子 

 
 

 
 

同
百
匹

一

三
井
寺
常
住
院
御
弟
子
二
人

同
二
百
匹

 
 

 
 

 
 

 
 

家
來
衆
三
人

銀
三
兩

御
遺
物

一

出
山
佛
一
體

御
長
一
寸
一
分

一

鐡
如
意
一
本

〔
佛
頂
禪
師
よ
り
附
與
。
長
サ
押
延
て
凡
一
尺
九
寸
位
。
頭
蔦
葉
形
り
、
金
箔
。
木

曾
寺
に
あ
り
。
丈
草
に
附
與
。
〕
【
今
長
崎
に
あ
り
と
い
ふ
。】

一

觀
音
經

一

紙
縷
袈
裟 

 

〔
佛
頂
禪
師
よ
り
附
與
〕

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
底
本
で
は
同
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
版
で
確
認
、
前
の
「
鐡
如
意
」

の
記
述
か
ら
も
割
注
と
判
断
し
た
。
後
の
「
木
硯
」
も
同
じ
。
］

一

被
風

一

銅
鉢

一

木
硯 

 
 

 

〔
樫
木
に
て
旅
硯
也
〕

一

古
今
集
序
註

一
部

一

百
人
一
首

一
部

一

新
式 

 
 

一
部

一

奧
之
細
道

一
部

一

御
笠 

 
 

一
蓋

一

菅
蓑 

 
 

一
被

一

御
杖 

 
 

一
本

〔
右
紙
縷
袈
裟
よ
り
以
下
七
品
は
、
兼
て
惟
然
に
御
附
與
之
御
約
諾
の
よ
し
に
候
故
、
直
に
惟
然
に

附
與
。
〕
【
惟
然
に
附
與
あ
り
し
も
の
は
、
今

播
磨
增
井
山
の
麓

風
羅
堂
に
納
る
。】

一

御
頭
陀 

 

一

〔
中
に
杜
子
美
詩
集
・
山
家
集
・
外
に
後
猿
蓑
と
題
あ
り
て
、
歌
仙
三
卷
、
發
句
四
五
吟
程
。
外
は
御

書
捨
の
反
故
等
入
。
別
に
紙
に
包
た
る
布
裂
、
五
寸
に
六
寸
許
。
上
包
に
狹
ノ
細
布
と
有
。
進
上
淸



風
と
。
又
外
に
和
歌
の
古
短
尺
二
枚
、
松
島
蚶
潟
ノ
繪
二
枚
。
〕
【
此
狹
ノ
細
布
、
蚶
潟
の
畫
は
今

文
曉
が
祕
藏
す
。
】

右
の
中
、
紙
に
包
た
る
五
寸
に
六
寸
の
布
裂幷

松
島
蚶
潟
之
畫
、
若
御
支
無
御
座
候
は
ゞ
、
御

形
見
下
拙
に
被
仰
付
可
被
下
供
樣
奉
希
候
。
生
涯
寶
物
に
仕
度
候
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

去

來

十
八
日

於
義
仲
寺
追
善
之
俳
諧
百
韵
滿
尾
す
。
鳥
羽
の
文
臺
・
松
風
の
硯
寫
の
木
硯
。
連
衆
四
十
三

人
。
【
此
百
韵
枯
尾
花
集
に
あ
り
。】

態
壹
人
差
立
候
。
益
御
平
安
可
被
成
御
座
奉
恭
賀
候
。
皆
共
無
異
罷
在
候
。
御
安
意
可
被
下
候
。

然
者
、
尊
師
於
大
坂
御
大
病
之
處
、
支
考
・
惟
然
よ
り
申
進
候
得
共
、
御
返
答
無
御
座
。
遠
路
故

紙
面
遲
著
と
察
候
。
兎
角
仕
候
中
、
拙
者
共
も
罷
下
り
、
加
御
保
養
候
へ
共
、
御
養
生
不
被
爲
相

叶
、
去
十
二
日
終
に
御
遷
化
被
遊
候
。
旅
中
之
儀
に
御
座
候
故
、
其
夜
早
速
近
江
木
曾
寺
に
尊
骸

を
奉
遷
、
十
四
日
迄
御
報
奉
待
候
へ
共
、
御
返
答
不
承
候
間
、
諸
國
門
人
中
一
等
評
義
に
而
、
則

十
四
日
之
夜
、
於
木
曾
寺
埋
葬
仕
候
。
委
曲
は
追
々
土
芳
・
卓
袋
歸
國
之
上
に
而
御
承
知
可
被
下

候
。

一

別
封
之
一
書
老
師
翁
御
遷
化
之
日
、
御
認
被
遊
候
御
遺
書
に
而
御
座
候
。
上
書
迄
に
而
御
封

緘
者
其
時
よ
り
無
之
候
條
、
左
樣
被
思
召
御
落
手
可
被
下
候
。

一

御
遺
物
之
品
々
者
、
諸
國
連
衆
於
義
仲
寺
集
會
之
上
、
書
記
之
通
無
相
違
候
條
、
今
度
御
來

臨
も
御
座
候
は
ゞ
、
御
見
屆
之
上
任
御
取
計
申
筈
に
候
得
共
、
御
左
右
無
御
座
候
故
、
不
得
止
取

計
置
目
錄
入
御
覽
申
候
。
御
親
類
方
に
も
乍
憚
此
旨
被
仰
達
可
被
下
候
。
土
芳
・
卓
袋
歸
國
口
述

之
上
、
御
返
事
被
成
可
被
下
候
。
一
七
日
御
追
善
供
養
相
仕
廻
申
候
故
、
諸
士
高
引
取
申
候
筈
に

候
條
、
願
は
御
返
書
承
り
申
度
候
。
書
餘
兩
雅
子
に
御
聞
可
被
下
供
。
以
上
。

十
月
十
九
日 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

去

來

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

其

角

松
尾
半
左
衞
門
殿

別
啓
。
昨
日
之
俳
諧
百
韵
入
貴
覽
候
。

一

御
遺
物
目
錄
之
外
に
左
之
通
相
殘
居
候
品
、
御
綿
入
〔
一
著
〕
御
袷
〔
同
前
〕
御
肌
付
〔
同

前
〕
御
帶
〔
二
筋
〕
、
右
は
花
屋
仁
左
衞
門
よ
り
一
昨
日
次
助
兵
衞
方
に
贈
參
候
。
外
に
古
御
衣
裳 

 
 



之
類
數
多
在
之
候
は
、
大
坂
出
立
取
急
候
故
、
不
殘
花
屋
に
預
置
申
候
。

一

御
飛
脚
只
今
參
著
被
致
候
。
尊
翰
拜
見
仕
候
。
御
返
事
仕
候
筈
に
候
得
共
、
用
相
認
□
申
候

故
、
貴
答
不
仕
候
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
判
読
不
能
字
は
国
会
図
書
館
版
で
は
二
字
。
］

一

壽
貞
子
次
郎
兵
衞
、
御
國
出
立
之
砌
よ
り
御
供
仕
居
候
。
御
病
中
始
終
御
葬
埋
之
節
迄
、
拔

群
之
骨
折
被
仕
候
。
逐
一
兩
雅
よ
り
口
述
に
可
及
候
。
御
病
中
間
之
始
末
、
御
病
體
、
惟
然
・
支

考
・
次
郎
兵
衞
、

拙
者
迄
筆
記
入
貴
覺
候
。
已
上
。

巨
細
之
御
書
翰
恭
拜
誦
、
御
揃
益
御
安
泰
被
成
御
暮
候
之
由
奉
遙
賀
候
。
然
者
今
度
芭
蕉
事
、
於

大
坂
致
遷
化
、
自
病
中
木
曾
寺
至
葬
埋
候
迄
、
不
淺
御
苦
勞
被
成
候
由
、
御
文
面
と
申
、
土
芳
・

卓
袋
よ
り
も
微
細
に
致
承
知
候
。
惣
御
連
中
、
別
而
兩
雅
丈
之
御
厚
情
之
程
、
御
禮
難
申
盡
候
。

芭
蕉
事
、
一
所
不
住
之
境
界
に
候
條
、
可
斯
有
と
は
兼
而
思
儲
居
候
得
共
、
今
更
殘
念
御
推
察
可

被
下
候
。
併
病
中
始
終
御
介
抱
之
事
、
縱
令
親
族
之
面
々
附
添
居
候
共
、
斯
迄
手
は
屆
不
申
、
亡

弟
身
に
取
て
、
他
方
之
聞
え
、
親
類
中
之
美
目
、
身
に
餘
り
奉
存
候
。

一

自
大
坂
兩
度
之
御
手
簡
の
中
、
二
日
の
御
狀
而
已
漸
十
二
日
之
暮
方
に
屆
候
。
外
之
御
狀
者

未
相
屆
不
申
候
。
芭
蕉
病
氣
大
切
成
義
と
爲
御
知
候
故
、
早
速
使
者
差
出
候
。
最
早
日
限
過
候
碍

共
、
未
病
氣
に
而
有
之
と
許
存
候
。
使
之
者
歸
り
候
は
、
十
六
日
の
朝
罷
歸
候
而
、
其
時
遷
化
之

事
も
、
遺
骸
迄
近
江
之
樣
に
送
方
被
成
候
義
も
致
承
知
候
。
卓
袋
・
土
芳
近
江
之
樣
被
參
候
義
も
、

今
度
承
り
候
之
故
、
追
取
返
し
一
人
差
立
候
。
今
度
は
拙
者
馳
參
申
筈
に
候
碍
共
、
亡
弟
爰
許
發

足
之
跡
に
而
、
拙
者
瘧
疾
勞
、
而
も
初
瘧
と
申
、
老
人
之
事
に
候
故
、
長
々
相
痛
、
漸
九
月
下
旬

致
快
氣
候
。
瘧
後
今
以
服
藥
い
た
し
、
出
勤
も
不
仕
、
氣
力
も
未
得
不
申
候
。
不
能
其
義
、
諸
風

子
之
御
聞
前
恥
入
申
事
に
候
。

一

芭
蕉
遺
狀
慥
に
致
落
手
候
。
誠
に
一
類
中
打
寄
開
封
、
何
も
一
字
一
涙
愁
傷
御
思
察
可
被
下

候
。

一

亡
者
遺
物
之
儀
に
付
被
仰
越
候
趣
、
御
入
念
之
御
事
に
候
。
併
亡
弟
入
道
以
來
者
、
俗
緣
之

表
向
無
之
候
。
僧
分
之
器
材
之
事
に
候
條
、
遺
言
之
品
者
格
別
、
其
外
は
不
俵
何
品
、
直
に
義
仲

寺
に
寺
納
共
に
而
可
有
之
哉
。
夫
□
□
猶
又
御
連
中
任
思
召
候
間
、
御
存
寄
次
第
宜
御
取
計
可
被

下
僕
。

一

壽
貞
子
次
郎
兵
衞
事
、
今
度
信
切
之
骨
折
、
始
終
之
事
感
入
候
。
存
寄
も
有
之
候
。
勿
論
譜



 
 

 
代
之
者
に
候
故
、
其
元
諸
事
相
仕
廻
申
候
は
ば
、
一
日
成
共
早
罷
歸
候
樣
、
乍
慮
外
被
仰
入
可
被

下
候
。

一

相
殘
居
候
と
有
て
、
古
衣
裝
四
品
被
贈
下
慥
に
致
落
手
候
。
外
に
古
衣
裝
之
類
花
屋
に
預
被

置
候
由
、
右
之
品
者
必
御
貪
著
被
下
間
敷
、
其
儘
に
被
召
置
可
被
下
候
。
餘
情
拜
顏
申
殘
候
。
以

上
。

十
月
廿
三
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

松
尾
半
左
衞
門

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

命
淸
判

晉

其
角
樣

向
井
去
來
樣

御
連
中

樣

 
 

 

追
啓
。
御
飛
脚
道
違
に
而
踏
迷
申
さ
れ
、
殊
に
痛
所
有
之
由
に
候
間
、
中
一
日
手
前
に
と
ゞ
め
申

候
。
爲
念
申
遣
置
候
。
以
上
。

別
啓
申
遣
候
。
芭
蕉
死
去
之
事
、
拙
者
主
各
、
同
役
共
を
以
申
達
候
處
、
主
公
甚
殘
念
に
被
存
趣
、

夫
に
付
辭
世
共
じ
ゃ
無
之
哉
之
事
被
尋
候
故
、
土
芳
・
卓
袋
口
述
之
通
申
達
候
得
者
、
貴
丈
方
之

紙
面
直
に
可
被
披
見
と
の
事
、
任
其
旨
申
候
處
、
重
而
尋
に
、
命
終
迄
に
發
句
は
無
之
哉
、
若
有

之
候
は
ゞ
直
書
見
度
と
申
事
に
候
。
若
貴
丈
方
、
外
々
御
所
持
之
方
も
候
は
ゞ
、
暫
く
拜
借
申
度

候
。
此
段
御
賴
申
候
。

一

自
筆
之
山
家
集
有
之
候
は
ゞ
、
書
入
抔
は
無
之
哉
。
右
條
々
宜
御
賴
申
候
。
爲
其
重
而
如
是

御
座
候
。
謹
言
。

十
月
廿
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

松
尾
半
左
衞
門

其
角
樣

去
來
樣

奧
書
之
頭
陀
之
内
之
品
之
中
、
五
寸
に
六
寸
之
切
之
事
、幷

に
松
島
蚶
潟
之
繪
之
事
、
御
望
の
由
、

其
外
何
品
に
よ
ら
ず
、
隨
分
御
勝
手
次
第
に
可
被
成
候
。
少
も
不
苦
候
。
以
上
。

以
使
札
得
芳
意
候
。
向
寒
之
節
に
候
得
共
、
益
御
安
泰
、
御
寺
務
可
被
成
恭
賀
候
。
拙
者
無
別
條

罷
在
候
。
然
者
芭
蕉
居
士
被
致
遷
化
候
砌
、
葬
式
之
節
者
、
段
々
御
苦
勞
被
成
下
、
忝
奉
存
候
。



早
速
罷
越
、
御
禮
詞
等
申
述
候
筈
に
御
座
候
得
共
、
乍
存
疎
略
打
過
、
背
本
意
候
。
此
段
御
宥
恕

被
成
可
被
下
候
。
隨
而
左
之
通
□
□
納
仕
候
間
、
宜
御
囘
向
被
可
被
下
候
。
拙
者
も
長
々
の
病
後
、

今
以
引
入
居
申
候
故
、
出
勤
任
候
得
者
、
早
速
墓
參
可
仕
候
。
其
節
拜
顏
之
上
萬
々
可
申
上
候
。

先
右
之
御
禮
詞
迄
、
如
斯
御
座
候
。
以
上
。

 
 

十
一
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

松
尾
半
左
衞
門

義

仲

寺

樣

 
 

覺

一

御
布
施 

 
 

 
 

 

金
二
百
疋

一

同
御
佛
米
御
齋
米
料

同
二
百
疋

一

同
御
茶
湯
料 

 
 

 

同
百
疋

一

御
布
施 

 
 

 
 

 

同
百
疋

〔
松
尾
氏
一
類
中
〕

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：「
松
尾
氏
一
類
中
」
は
底
本
は
本
文
同
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
版
に
よ

り
割
注
と
し
た
。
］

右
以
飛
札
御
意
申
候
。
益
御
淸
雅
奉
賀
候
。
爰
許
無
異
に
居
申
候
。
然
者
、
師
翁
遷
化
之
事
承
り
、

途
方
に
暮
候
。
い
か
に
成
行
可
申
哉
。
只
闇
夜
と
相
成
。
唯
愁
涙
迄
に
候
。
取
あ
へ
ず
一
句
案
候
。

靈
前
に
御
敬
手
可
被
下
候
。
以
上
。

十
月
廿
三
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

露

沾

 
 

 

去
來
雅
丈

 
 

 

告
て
來
て
死
顏
ゆ
か
し
冬
の
山 
 

 
 

露
沾

此
外
、
諸
國
之
弔
儀
數
百
ヶ
所
、
繁
雜
故
に
除
之
。

頃
日
土
芳
・
卓
袋
歸
郷
之
砌
申
遣
候
筈
之
處
、
取
紛
失
念
仕
候
故
、
今
日
壹
人
差
立
申
候
。
先
以
、

長
々
之
御
所
勞
、
未
御
快
無
御
座
段
、
乍
憚
隨
分
御
自
愛
專
一
に
奉
存
候
。
此
間
兩
雅
丈
よ
り
被

成
御
聞
候
通
、
亡
師
一
七
日
、
於
御
靈
前
御
追
善
之
百
韵
、
首
尾
能
興
行
に
相
成
、
何
れ
も
滿
足

仕
候
。
然
者
其
席
に
御
傳
來
之
鳥
羽
之
文
臺
立
申
候
【
鳥
羽
文
臺

今
長
崎
に
あ
り
と
い
ふ
。
】
。

右
此
文
臺
之
事
者
、
御
聞
及
も
候
半
、
季
吟
老
人
よ
り
亡
師
に
御
讓
之
、
風
雅
傳
來
之
雅
物
に
御

座
候
。
根
元
玄
旨
法
印
よ
り
紹
巴
に
御
傳
被
成
、
貞
德
・
貞
室
・
季
吟
・
亡
師
と
傳
り
候
。
如
斯



之
重
器
に
候
得
者
、
亡
師
一
代
尋
常
之
俳
席
に
は
御
用
も
無
御
座
、
深
川
之
重
器
と
承
り
候
迄
に

候
。
然
る
に
先
年
猿
簑
集
撰
成
就
仕
、
吟
聲
之
砌
、
深
川
よ
り
御
取
寄
に
相
成
、
其
儘
に
義
仲
寺

に
被
召
置
候
。
亡
師
も
御
門
人
之
中
に
御
傳
可
被
成
御
心
に
も
可
有
御
座
候
共
、
亡
師
者
一
體
此

俳
詣
之
事
、
左
樣
成
俗
事
に
御
貪
著
被
成
候
御
氣
象
に
て
は
無
御
座
、
全
體
隱
逸
禪
中
風
雲
之
行

狀

に
候
得
者
、
傳
ん
不
傳
之
處
に
て
は
無
御
座
候
。
併
此
後
者
其
場
に
て
は
濟
不
申
、
今
度
此
儘

に
打
捨
置
候
得
者
、
一
道
者
立
不
申
、
永
芭
蕉
門
埋
れ
候
歟
共
存
候
。
幸
ひ
此
節
其
角
參
り
居
ら

れ
候
故
、
於
江
戸
、
其
角
・
嵐
雪
と
申
て
は
、
亡
師
左
右
之
御
手
と
被
思
召
、
無
二
之
御
愛
弟
に

而
御
座
候
。
夫
故
、
御
靈
前
に
而
右
文
臺
讓
之
事
、
申
開
候
得
者
、
其
角
頻
に
辭
退
に
而
、
一
昨

日
罷
歸
申
候
。
許
六
者
病
身
、
木
節
者
老
衰
、
美
濃
・
尾
張
者
遠
方
に
而
手
屆
不
申
。
外
に
者
若

輩
之
者
許
。
夫
故
先
右
文
臺
を
義
仲
寺
眞
愚
上
人
に
預
置
、
一
二
年
も
過
候
は
ゞ
若
年
之
者
共
、

追
々
出
精
之
上
、
拔
群
之
者
も
出
來
可
申
、
上
人
に
申
問
候
得
者
、
路
傍
之
廢
寺
、
風
・
火
災
、

又
は
賊
難
之
恐
、
貧
地
獨
居
故
、
不
任
心
底
と
申
候
斷
に
而
御
座
候
。
只
今
に
而
老
可
預
置
所
も

無
御
座
候
。
道
心
之
御
人
體
に
候
得
者
、
兎
角
可
申
入
筋
も
無
之
、
此
上
者
右
之
雅
物
に
候
之
條
、

少
比
貴
方
に
御
預
り
置
可
被
下
候
。
來
春
に
成
候
は
ゞ
、
拙
者
參
以
御
熟
談
も
可
仕
候
。
則
右
之

品
此
者
に
持
せ
遣
候
。
諸
事
御
賢
察
可
被
下
候
。
恐
惶
哉
齊
言
。

 
 

 

十
月
廿
七
日 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
向
井
去
來

 
 

 

松
尾
半
左
衞
門
樣

貴
翰
捧
讀
。
先
以
、
此
間
者
前
後
之
御
取
計
、
重
疊
御
勞
煩
被
成
下
忝
奉
存
候
。
然
者
、
鳥
羽
之

文
臺
之
事
被
仰
聞
趣
、
逐
一
承
知
仕
候
。
如
貴
命
、
右
文
臺
之
事
者
、
日
外
亡
弟
よ
り
も
承
り
、

至
而
大
切
成
雅
器
に
御
座
候
由
、
右
之
器
物
引
讓
之
事
、
御
心
配
之
段
、
御
尤
千
萬
之
事
に
奉
存

候
。
然
る
に
其
角
能
時
節
に
參
り
合
被
居
、
辭
退
之
義
、
手
前
も
不
承
知
に
存
候
。
芭
蕉
門
人
に

其
角
・
嵐
雪
と
申
事
者
、
日
本
に
俳
諧
好
候
者
、
誰
不
存
者
は
無
之
候
。
然
者
門
人
中
に
何
人
か

違
背
之
御
人
も
可
有
之
共
覺
不
申
。
右
に
付
而
者
拙
者
よ
り
御
賴
も
可
申
候
得
共
、
歸
郷
に
成
候

と
申
事
に
候
得
者
、
不
能
其
義
候
。
且
又
眞
愚
上
人
御
返
答
之
義
者
御
尤
之
事
に
奉
存
候
。
將
又

拙
者
方
に
暫
く
御
預
可
被
成
旨
、
併
我
等
事
者
肉
身
之
事
候
得
共
、
俗
士
之
事
に
候
へ
者
、
風
流

中
之
品
物
、
暫
も
預
り
候
境
界
に
無
之
候
。
何
分
に
も
是
は
雅
器
之
事
に
候
得
者
、
貴
雅
方
に
手

前
よ
り
御
預
申
度
候
。
仰
之
通
、
明
春
に
も
成
候
は
ば
、
拙
者
罷
越
拜
面
之
上
、
兎
も
角
も
可
仕
、

是
非
々
々
讓
方
無
御
座
節
は
、
季
吟
未
御
存
生
之
事
に
候
得
者
、
元
之
通
返
上
納
可
仕
。
と
て
も

先
夫
迄
者
、
貴
雅
之
方
に
御
預
り
置
可
被
下
候
。
偏
に
奉
賴
候
。
左
候
は
ゞ
、
芭
蕉
魂
魄
も
可
爲



滿
足
候
。
卓
袋
・
土
芳
よ
り
始
末
は
承
申
候
。
恐
惶
謹
言
。

 
 

 
十
月
廿
九
日 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

松
尾
半
左
衞
門

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

命
淸
判

 
 

 

向
井
去
來
樣

鳥
羽
文
臺 

 
 

 

一
脚
黑
塗

長
壹
尺
九
寸

幅
壹
尺
二
寸

高
四
寸

板
厚
三
分

筆
反
壹
尺
壹
寸

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
以
上
の
二
行
は
底
本
と
国
会
図
書
館
版
と
を
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
て
読
み
易
く
配
し

た
も
の
で
あ
る
。
］

右
老
師
嗣
相
承
之
印
、
季
吟
翁
よ
り
先
師
に
御
相
承
被
成
候
重
器
に
候
。
今
度
拙
者
に
御
預
可
被

成
旨
に
付
、
慥
に
預
置
申
候
。
後
證
如
件
。

 
 

 

元
祿
七
年
甲
戌
十
一
月
四
日 

 
 

向
井
去
來

松
尾
半
左
衞
門
殿

但
三
ヶ
所
疵

〔
二
ケ
所
者
小
指
先
程
、
一
ケ
所
者
小
キ
摺
、
四
方
之
角
損
ジ
有
。
〕

翁
反
故
下
畢


